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世界各国のコロナウィルス感染状況

◆全世界累計

全世界の感染者累計数は、横ばいの傾向。

上位３ケ国で全体の約６割を占める。

ここ一カ月では、インドの感染者増加が目立ち、

ブラジルを抜いて、世界第2位へ。

・アメリカ… 669万人/前回集計から+127万人

・インド… 456万人/前回集計から+253万人

・ブラジル… 438万人/前回集計から+120万人

※前回集計は、8/14付

◆アメリカ合衆国

アメリカ全体は、直近一週間は、感染者数が下降傾向。

2.2～5万人/日で推移。

ニューヨーク州は、鈍化傾向(累計45万人) 。

・カリフォルニア州 (累計 約75万人/ 約3,500名/日)

・テキサス州（累計 約70万人/ 約4,500名/日）

・フロリダ州 (累計 約67万人/ 約1,700名/日)

※ハワイの感染者が1日あたり100～200名/日の増加

となり、9/8から再度ロックダウンへ。
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世界各国のコロナウィルス感染状況

◆フランス、及び欧州、豪州地域

従来の都市ロックダウン政策の解除以降から感染

拡大の傾向。ここ数日で最多の9,000を上回る。

(その他の欧州諸国）

・スペイン↑… 直近一週間 10,000人/日

・イギリス↓… 直近一週間 2,000人/日
・ドイツ↓ … 直近一週間 1,500人/日
・イタリア↓… 直近一週間 1,500人/日

※オーストラリア（豪州)
…8月に首都メルボルンで感染が拡大したが、

9月に入り約100人前後/日に下降傾向

◆フィリピン及び東南アジア地域

フィリピンは、東南アジア地域の各国が比較的感染者数

が下降している中、感染拡大がおさまらず、引き続き、

2,000～3,000名/日規模で感染を確認。

（その他の東南アジア地域）

・シンガポール↓… 直近一週間 50～70人/日

・タイ↓ … 直近一週間 10人未満/日

・ベトナム↓ … 直近一週間 10人未満/日

※タイは5月以降、ベトナムは8月後半以降から

感染拡大が沈静化。
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◆香港、及び東アジア地域

香港は、国家安全法へのデモで7～8月に感染拡大

をしたが、直近一週間では10人程度/日と低位。

パブ、プール、テーマパークも9/18から再開。

(その他の東アジア）

・台湾は、過去の新型インフルの際の教訓がいき、

3月下旬～4月下旬の期間で最大30人/日未満。

現在も引き続き、10人/日未満で推移。

・韓国は、8月の宗教イベント時のクラスター発生

により一時的の感染増加。現在100人/日程度。

◆中国

コロナウィルスの震源地とされる中国は、3月以降での

大きな感染拡大は起きていない。

7/29に北京の市場で100名規模のクラスターが発生

した事例以降は、100人/日を超える感染者確認は

なく、直近一週間は、10～20人/日前後で推移。

感染拡大が沈静化。

9月前半には、北京をはじめ経済活性化のため

のイベントが実施されている。
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2020年上期 2020年下期

2020年9月15日時点

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月3月コロナ感染状況

●日本国内線
減便

▲40～▲30％
減便

▲70％
減便

▲90％
減便

▲50％～▲40％
減便

▲30～20％
減便

▲60％

●山陰国際

定期便

※台湾、中国、香港では感染拡大を一定度抑え込みに成功。
国内の経済活動を再開。海外への移動再開時期は未定。

感染
ピーク

警戒フェース
ピーク
アウト

期間延長

感染
ピーク

警戒フェース
ピーク
アウト

※都市部の感染は増加するが、
重傷者数は低位で推移。

●東南アジア 感染ピーク 警戒フェース
ピーク
アウト

※タイ、ベトナムでは低位で推移。
フィリピンでは増加と国により異なる

感染ピーク 警戒フェースピークアウト

●日 本

●東アジア

●アメリカ

◆主要運送機関状況

コロナ感染状況

●日本国際線
減便

▲80％
減便

▲90％
減便

▲60％～▲50％
減便

▲70％

欠航
決定

全路線（ソウル・香港・上海）運休
路線

一部復活

●JR西日本

新幹線

一部
運休

運休
▲30％

山陽新幹線、九州新幹線は、ほぼ定期運行
運休

▲10％

⇒ 国ごとにより、感染者拡大の傾向が異なる。台湾、中国、タイでは、国内経済復興・国内旅行流動が再開。

⇒ 国内線は、10月のGo Toキャンペーンでの東京除外解除の状況による。新幹線は、ほぼ定期運行だが利用率は、30％前後。
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2020年上期 2020年下期

2020年9月15日時点

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月3月

●R2 事業 事業戦略議論・成案
公募・
選定

事業開始・インフラ整備 調査事業・情報発信 報告

●グローバルサイト

●公式SNS運営

●コーポレートサイト

課題抽出
方針策定

情報発信の再開/運営手法見直し/動画配信の整備 総括
コロナ拡大で

情報配信自粛

R2事業サイト構築(ショーケース、周遊モデル等) 調査事業・情報発信 報書

ホームページ
課題抽出
・方針策定

BtoC情報整理

事業公募等掲載（観光庁回答遅れ起因） 地域への情報発信に特化

7/22～
東京除外で開始Go To トラベル

●観光産業の状況 国内移動自粛 必要最低限（第二波で回復遅れ） 国内旅行回復基調コロナと経済の両立を模索

10/1～
東京除外解除・国内流動本格化

Discover Another Japan Pass の構築・準備 販売開始運用検証

①過去分析
②環境認識

③仮説立案 ④仮説検証 / ⑤ 勝ちパターンの構築 報告

◆ディスティネーションプラットフォーム Discover Another Japan Pass（中国地方周遊パス）

Go To イート
9/15～
Go To イートキャンペーン開始

●日本政府の

コロナ経済対策

Go To キャンペーン

＜山陰インバウンド機構の主なアクション＞

◆地域課題解決プラットフォーム 農山漁村滞在推進、インバウンドプレーヤー育成

事業者選定 課題解決のアクション（コンテンツ造成、育成セミナー実施等）課題抽出

◆誘客にむけた調査事業・情報発信

在日在留外国人マーケット

在外 外国人マーケット

積極的な情報発信の再開

★国際線復活まで在日在留外国人へのアプローチ・口コミ拡散 ⇒

★次年度以降の訪日に向けたアプローチ ⇒


